


平成 26年成人式

20歳の門出

新成人に、あなたと
国見町の未来につい
て聞いてみました。
①今後の希望・夢②
20 年後の国見町③親
に一言

①地元に戻って仕事
がしたい②風評被害
もなく、子どもたち
がのびのびと外で遊
ぶことができるよう
になってほしい③い
ろいろと意見をあり
がとう。感謝します佐藤　哲也さん丹治　彩奈さん

①社会人として頑張
りたい②震災後沈み
がちなので、みんな
が笑顔になってほし
い。③今まで育てて
くれてありがとう。
これからもよろしく
お願いします

①社会人として頑
張りたい②震災後
沈んでしまったが、
活気のある町に
なってほしい③今
までありがとう

山田　美穂さん

①これからの人生一
歩一歩歩んでいきた
い②大好きな国見町
の文化、自然がこの
まま残ってほしい③
無事に 20 歳になるこ
とが出来ました。あ
りがとう

①社会人として頑
張りたい②生活し
やすい空間になっ
てほしい③健康で
長生きしてくださ
い

鈴木　竜介さん

成人式

　

新
春
の
１
月
12
日
、
平
成
26

年
国
見
町
成
人
式
が
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
成
人
を
迎
え
た

１
０
９
人
の
う
ち
86
人
（
男
47

人
、
女
39
人
）
が
出
席
。

　

華
や
か
な
振
袖
や
は
か
ま

姿
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
は
、
多
く
の
来

賓
や
家
族
が
見
守
る
中
、
20
歳

の
門
出
に
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

式
で
は
太
田
久
雄
町
長
が

「
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の

日
本
と
い
う
国
を
支
え
る
大
き

な
力
と
な
る
よ
う
、
感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
な
が
ら
、
広
く
世

界
に
眼
を
向
け
、
情
熱
を
持
っ

て
若
い
力
を
大
い
に
発
揮
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の

後
新
成
人
一
人
ひ
と
り
の
名
前

を
読
み
上
げ
て
紹
介
。
太
田
久

雄
町
長
か
ら
阿
部
智
大
さ
ん
に

「
成
人
証
書
」
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
高
橋
幸
子
国
見

町
教
育
委
員
会
委
員
長
か
ら
佐

藤
由
紀
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

八
島
博
正
国
見
町
議
会
議

長
、
小
野
光
一
国
見
町
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

成
人
者
代
表
の
佐
藤
哲
也
さ

ん
は
「
い
つ
何
が
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
毎
日
を
、
悔
い
の
残

ら
ぬ
よ
う
全
力
で
生
き
て
い
こ

う
と
強
く
思
い
ま
す
。
今
日
、

こ
の
日
は
自
分
自
身
を
振
り
返

り
、
今
を
見
つ
め
、
こ
れ
か
ら

の
生
き
方
を
考
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
成

人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
学
ん

だ
他
者
へ
の
思
い
や
り
や
、
周

り
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た

な
道
を
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き

ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
力
強

く
述
べ
、
答
辞
と
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
フ
ル
ー
ト

の
生
演
奏
の
中
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
し
た
旧
友
、
お
祝
い
に
駆

け
付
け
た
恩
師
に
近
況
報
告
を

し
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。

高橋　麗さん
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観月台文化センターでのクロージングパーティーの様子

心に灯すことができた
小さなあかり
今年の冬は

絶やすことのない
大きな灯りに

「明日へ。復興・きずなイルミネーション」「明日へ。復興・きずなイルミネーション」
クロージングパーティークロージングパーティー

　昨年 11月 23 日から
町のみなさんに協力いた
だき参加型事業として取り
組んだ「明日へ。復興・きず
なイルミネーション」が 1月 7 日
クロージングパーティーで幕を閉
じました。
　クロージングパーティーには、町
のみなさんなど約 120 人が参加し、
ペットボトルにろうそくを入れた

「キャンドルパーティ」「あつ
かし山ビッグツリー」の模様

をスライドショーで振りかえりま
した。
　また、いわき市を拠点に活躍して
いる「花音」の２人がキャンドル
パーティーに続いて２回目のコン
サートを行い、会場は花音の優しい
歌声と幻想的なキャンドルの灯り
に包まれました。

いちごを持って、「はい、
チーズ」一生に一度の成
人式。若いって「すばら
しい」の一言。
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町イチ！村イチ！ 2014 に出展！町イチ！村イチ！ 2014 に出展！
～東京の真ん中で国見町をＰＲ～～東京の真ん中で国見町をＰＲ～

　1 月 11 日・12 日に、東京有楽
町の東京国際フォーラムで開催さ
れた、全国の町村が自慢の物産や
ご当地グルメを出展・販売する「町
イチ！村イチ！ 2014」に、国見
町が参加、太田久雄町長が町の青
年農業者・ミスピーチキャンペー
ンクルーらと国見町産品のトップ
セールスを行いました。
　会場には、町と災害時相互応援
協定を結んでいる北海道ニセコ町
も出展しており、太田町長が片山

健也町長らにあいさつ。お互いの
盛況を祈念しました。
　会場の特設ステージでは、太田
町長が、くにみももたん、ミスピー
チキャンペーンクルーと一緒に登
壇し、町のＰＲや国見産品の安全・
安心を来場者にアピールしまし
た。来場者は、「くにみ？どこ？」
と太田町長の話に聞き入っていま
した。
　出展ブースでは、町長が先頭に
立って販売。昨年 8 月に実施し

た「国見女性100人応援団ツアー」
の団長で公認女性サポーター会長
の元全日本バレーボール選手、三
屋裕子さんとツアー参加者も駆け
つけ、商品が飛ぶように売れまし
た。また、温かい励ましの言葉を
いただきました。
　用意した、あんぽ柿、りんご及
び新米は、2日目の昼過ぎに完売
し、東京の真ん中で、国見産品の
良さをＰＲすることができまし
た。

　1 月から公立藤田総合
病院内に、消化器病を患っ
ている患者さんを外科と
消化器科がタッグを組ん
で診察を行う「消化器病
センター」が開設され、
センター長として、小暮
道彦先生をお迎えしまし
た。センター長の小暮先
生からセンターについて
お話をお聞きしました。

　この度消化器病センター長に就任しました。
小暮道彦です。私は福島医大臓器再生外科に 29
年間在籍し、おもに食道癌など食道疾患を中心
に消化器病の手術・診療を行ってきました。病
院は常勤の消化器内科医だけで 4人という県内
でも有数の病院です。外科は私を含め 3 人態
勢となり、7人のパワーを結集し消化器疾患の
プロフェッショナルとして皆さんの健康をお守
りするのが役目です。我々には内科・外科の壁
がなく診療できる利点があります。当院消化器
内科の造影検査や内視鏡診断・治療は県内でも
トップクラスであり、外科の方もベテランの先
生方が布陣しております。これらの先生方と毎
週の症例検討を重ねて患者さんの診療を行って
います。よろしくお願いします。

　
【平成 25 年 12 月 5日～平成 26 年 1月 25 日の検査結果】

測定下限値未満
（25 Ｂ q／ kg 未満）

スクリーニングレベル以下
（25 ～ 50Bq ／ kg）

スクリーニングレベル超過

（50Bq ／ kg 超過） 合計

検査トレー数 116,792 13,880 112 130,784

割　　合 89.30％ 10.61％ 0.09％ 100％

あんぽ柿の全量非破壊検査の結果をお知らせします

全日本花卉装飾技術福島大会全日本花卉装飾技術福島大会

　1 月 23 日に開催された第 34 回
全日本花卉装飾技術選抜選手権「福
島大会」で、最高の金賞・内閣総理
大臣賞に高

たかはしともかず

橋友一さん、銀賞・青山
社長賞に市

いちかわよしと

川圭人さんが選ばれまし
た。
　受賞された 2 人は、1 月 28 日観
月台文化センターで太田久雄町長に
受賞の報告をし、それぞれの受賞作
品を観月台文化センターの玄関に展
示しました。高橋さんは今回が 3回
目の挑戦、市川さんは初めての挑戦
で栄光に輝きました。

公立藤田総合病院内に
「消化器病センター」を開設しました

消化器病センター長
小暮　道彦先生

　町の特産品「あんぽ柿」は、
本年よりモデル地区内におい
て加工が再開され、全量非破
壊検査を経て、基準値以内の
製品のみ市場に出荷されてい

ます。とろりと甘い「福島のあ
んぽ柿」は消費者、市場関係者
からの評価も高く、産地復活
を喜ぶ声が寄せられておりま
す。町は風評払拭とおいしさ

を知っていただくため、独自
にトップセールスを行うほか、
県や出荷団体等と連携を図り
市場求評等を行っています。

1

2

3

4

5

1左から高橋友一さん、太田
久雄町長、市川圭人さん

2高橋友一さん作品：アレン
ジメント

3高橋友一さん作品：花束
4市川圭人さん作品：アレン
ジメント

5市川圭人さん作品：花束

☆検査は、食品中の放射性セシウムスクリーニング法に準拠したあんぽ柿専用の非破壊検査機器により実施
しています。
☆放射性セシウムは、セシウム 134 とセシウム 137 の合計値を示しています。
☆「検査トレー数」には一部伊達市内において加工された製品を含んでいます。

応援に駆け付けてくれた、三屋裕子さんとツアー参加者

来場者に国見町産のりんごをＰＲするミスピーチ
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　・計画者　　　　㈲国見興産　代表取締役 　 佐藤　忠　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・計画者の住所　国見町大字塚野目字原東 15 番地
　・施設設置場所　国見町大字塚野目字外畑 18 番地 4外 2筆
　・施設の種類　　木くずの破砕施設
　・稼働時間　　　午前７時から午後７時まで（休憩 1時間、11 時間稼働）
　・施設の能力　　191.4 ｔ／日（17.4 ｔ／時× 11 時間）
　

産業廃棄物処理施設の設置計画に関するお知らせ
　福島県県北地方振興局に対し、有限会社国見興
産から、産業廃棄物である木くずの破砕施設を設
置する計画書の提出がありましたので、お知らせ
します。

◆問い合わせ　
県北地方振興局　
　県民環境部　環境課
　☎ 521-0548
住民生活課
　住民防災係
　☎ 585-2116

　　◆住民基本台帳の閲覧状況　

閲覧年月日 閲覧した団体などの名称
（敬称略） 請求理由 閲覧した範囲

平成 24 年 12 月   5 日 日本銀行情報サービス局局長 生活意識に関するアンケート調
査対象者の抽出

大字山崎・
大字森山地区

平成 25 年 1月 16 日 内閣府政策統括（防災担当）
付参事官（被災行政担当）

避難における総合的対策の推進
に関する実態調査対象者の抽出 全地区

平成 25 年   3 月    5 日 厚生労働省医政局長 終末期医療に関する意識調査対
象者の抽出 大字小坂地区

平成 25 年  6 月 12 日 自衛隊福島地方協力本部長 自衛官募集に伴う広報適齢者の
抽出 全地区

平成 25 年 11 月 19 日 自衛隊福島地方協力本部長 自衛官募集に伴う広報適齢者の
抽出 全地区

　◆住民基本台帳の一部写しを閲覧することができる場合は、次のとおりです。
　　（1）国や地方公共団体の機関が法令で定める事務を行う場合
　　（2）統計調査・世論調査、学術研究など調査研究で公益性の高いと認められるもの
　　（3）公共的な団体が行う地域住民の福祉の向上となる活動で公益性が高いと認められるもの
　　（4）訴訟の提起などに使用する場合
　　　※営利目的の場合は、閲覧できません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆問い合わせ　住民生活課　戸籍係　☎ 585-2115

住民基本台帳の閲覧状況をお知らせします

【測定結果・割合】
　最低値は未検出、最高値は 0.6 ｍ S ｖでした。

数　値 人　数 割　合
X（未検出） 162 人 32.3%
0.1 ｍ S ｖ 258 人 51.5%
0.2 ｍ S ｖ 75 人 15.0%
0.3 ｍ S ｖ 5人 1.0%
0.6 ｍ S ｖ 1人 0.2%

＜結果数値の見方について＞
　・実効線量が「X( エックス )」の場合、0.05 ミリシーベルト未満であることを示します。
　・実効線量の数値は , 小数点以下第 2位を四捨五入 したものです。
　　（例）0.05 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ以上 ,0.15 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満⇒ 0.1 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄと表示
　・自然放射線は除いた外部被ばく線量を示す数値です。

ガラスバッジ（放射線積算線量計）
による測定結果について

　平成 25 年 8 月 1 日から 10 月
31 日まで実施したガラスバッジ
の測定結果について、町全体の集
計をまとめ、専門家で構成されて
いる福島県「放射線と健康」アド

バイザリーグループへ測定結果と
被ばくを避ける方法について助言
を依頼し、以下のコメントを頂き
ましたのでお知らせします。

【配布・回収】
　測定希望者 542 人に配布、回収 501 人、回収率　92.4％
　期限を過ぎて提出した方（11 人）や紛失した方（30 人）の結果は含
まれません。

【アドバイザリーグループからのコメント】
１. 測定結果について
　今回の測定は、現状における 3か月の積算線量を把握するためのものでしたが、健康影響が心配
されるレベルの線量の方はいませんでした。
２. その他
　今回測定した時期より以前（発災後 7月 11 日までの 4か月間）の個人線量については、現在行っ
ている県民健康管理調査の基本調査に回答いただければ、推計値が個人へ通知されます。

　福島県県北地方振興局では、環境への影響調査
や関係団体への意見聴取を踏まえて、当該施設の
設置について審査していきます。

　住民基本台帳の閲覧については、個人情報保護に
対する意識が高まり「住民基本台帳法の一部を改正
する法律」が平成 18 年 11 月 1 日から施行され、公
用及び公益性が高いと認められる場合に限り閲覧が
認められています。
　また、年に一度、住民基本台帳の閲覧状況を公表
することとされました。

（住民基本台帳法第 11 条第 3 項、同法第 11 条の 2
第 12 項、住民基本台帳法の一部の写しの閲覧及び住
民票の写し等の交付に関する省令第 3条）
　平成 24 年 12 月 1 日から平成 25 年 12 月 31 日ま
での閲覧状況は下記のとおりです。

ホールボディーカウンタによる内部被ばく検査のお知らせ

　ホールボディーカウンタによる内部被ばく検査
を受検できなかった方について、日程変更を受付
ます。先に送付しました個別通知をご確認（お手
元において）のうえ、問い合わせ先までご相談く
ださい。
　なお、検査実施期間は 3月末日までですが、平
日で実施できない日もあります。土日については

限られた日程のため、早めのご相談をお願いしま
す。
　また、住所移動等により案内がもれた方や平成
23 年 3 月 11 日時点で国見町に住所があり、町外
へ転出した方等で受検を希望される方もご相談く
ださい。
◆問い合わせ　保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
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町内会名 町内会名
（午前9時から午前11時30分）（午後 1時から午後 4時）

2月

13 日 木 小坂 太田川
14 日 金 前田・泉田上 泉田中・泉田下
17 日 月 板橋 板橋南
18 日 火 鳥取 内谷西・内谷東
19 日 水 貝田
20 日 木 大木戸 高城・山根
21 日 金 光明寺 大坂
24 日 月 鶉町・上野・滝山 源宗山（西・東・北）
25 日 火 山崎北・小林・山崎舘 山崎（小舘・宮舘）・宮前
26 日 水 山崎沢田 山崎耕谷
27 日 木 石母田（東・表・北） 石母田原・石母田西
28 日 金 駅前・錦町 大町南

3月

3 日 月 大町北・本町 宮町（南・北）・藤田宮前
4 日 火 藤田光陽・町東 宮東
5 日 水 原町 中部
6 日 木 並柳 築舘・北部
7 日 金 川内
10 日 月 森江野第 1 森江野第 2
11 日 火 森江野第 3 森江野第 4
12 日 水 徳江北 森江野第 7
13 日 木 森江野第 8 森江野第 9
14 日 金 森江野第 10・第 11 森江野第 12
17 日 月 予備日

申告相談日程

※混雑を避けるため、指定期日に
申告相談されるようご協力をお願
いします。なお、当日都合の悪い
方は期間中の都合の良い日に申告
してください。
※車でおいでになる場合、十分な
駐車場を確保できませんので、ご
了承願います。
※税務署（会場「ウィル福島」福
島市卸町）で申告される方や税務
署から案内を受けている方は国見
町で申告相談する必要はありませ
ん。ご自身で申告書を作成される
方は、申告相談を受けることなく、
郵送または持参により提出が可能
です。※下記の方は「簡易申告書」
を提出願います。
①無収入の方。
②収入が、遺族（障害）年金、雇
用保険（失業給付金）に限る方。
申告相談は不要となります。
提出先：申告会場若しくは税務課
（1階執務室）「確定申告書作成コーナー」

相談会場（控え室）に設けます

　　給与や年金所得の還付申告等の場合、カン
タンに申告書ができあがります。不明な点は、
専任スタッフによる操作サポートがあります。
お待ち頂く時間も短縮されますので、ご利用を
オススメします。
　　日中多忙な方は、国税庁ホームページ「確
定申告書作成コーナー」から確定申告書の作成
ができます。（申告書は、郵送等により税務署
へ提出願います。）
　　e-TAX（国税電子申告・納税システム）に
より、インターネット環境を利用して確定申告
が可能です。
①会場に出向くことなく、相談会場開設期間前
より、一部のメンテナンス時間を除き、24 時間
ご利用できます。
②申告書郵送の手間が要りません。
　準備するもの
　a）住民基本カード（注 1）
　b）電子証明書（注 1）
　c）IC カードリーダ（注 2）

（注 1）発行手数料は、各 500 円となります。
発行担当課：住民生活課 585-2115
（注 2）電器店でお求めください。価格 2,000 円から
3,000 円程度。
　詳しくは、国税庁ホームページからご確認くださ
い。

所得税に関する改正点
　①復興特別所得税が、平成 25 年分所得から対
　象となります。
　　復興所得税の算式　
　　＝基準所得税額× 2.1％
　②平成 26 年 1月から、記帳・帳簿等の保存制
　度の対象者が拡大されています。
　　事業所得、不動産所得等を生ずべき業務を行
　う全ての方について対象となります。

所得税・住民税の
申告相談

　◆期間　2月13日木から 3月17日月
　◆会場　観月台文化センター　3階
　　　　　（研修室　第1・第2）

　町では、2月 13 日から 3月 17 日までの間、町県
民税・所得税の申告相談を行います。
　この申告は、昨年 1月から 12 月までの所得を申
告していただくもので、平成 26 年度の町県民税や国
民健康保険税などの課税の基礎となります。

　申告相談には「確定申告書（封筒）」または、町か
ら送付された「所得申告相談について（案内葉書）」
などの必要書類を持参し、期限内に申告してくださ
い。

申告が必要な方

　税務署からの「確定申告書案内（封筒・葉書）」お
よび町からの「案内葉書」が届いていない場合でも、
次に該当する方は申告が必要となります。

①「農業、営業などの事業を営んでいる」「地代、家
賃、配当などの所得がある」
②給与所得者の場合は「給与の年収額が 2,000 万円
を超える」「給与の他に所得がある」「2ヶ所以上か
ら給料をもらっている」「年末調整ができなかった」
③「公共事業のために土地や建物」を譲渡したこと
により、所得が出ない」場合など

申告相談に持参するもの

Ⅰ　収入・必要経費のわかるもの

①事業者の方⇒収支内訳書
◎農業をされている方：農産物の収入金の証明書な
ど 1年間の収入のわかるもの。水稲・果樹などの受
取共済金明細書または支払共済金の領収書。大農具
等平成 25年中に購入された方はその領収書。雇人及
び作業委託がある場合はその領収書（ライスセンター
等）
◎営業（商売）等をされている方：1年間の売上げ、
仕入れ、経費等の諸帳簿、領収書、契約書等

②事業者で東京電力から補償金を受け取った方⇒
補償通知書等、補償内容がわかるもの
③土地・建物等の譲渡があった場合には、売買契
約書または買取証明書等
④給与やパート等及び年金受給者の方は、源泉徴
収票または支払証明書等

Ⅱ　所得から控除するための証明書など

①生命保険や個人年金保険料（10 年以上の掛け金）
の控除証明書
②地震保険料等の支払証明書
③国民年金保険料の控除証明書
④医療費控除を受ける方（支払った医療費が 10
万円または所得の 5％を超えた場合）はその領収
書及び介護保険制度に基づくサービスを受けられ
た方はその利用料等の領収書
⑤雑損控除を受ける方は被害を受けた資産の取得
価格・取得時期のわかるもの、被害を受けた資産
の修繕費・取壊し費用などのわかるもの、被害を
受けた資産について受け取る保険金額のわかるも
の
⑥繰越控除を受ける方は、平成 24 年分の確定申
告書等、繰越損失額のわかるもの⑦その他必要と
認められる書類
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 農業委員会の動き
　1 月 21 日定例総会が開催され、次のとお
り可決・承認されました。

・農地賃貸借　　　　　　　　 1 件
　　　使用貸借　　　　　　　1件
　　　賃貸借　合意解約　　　3件
・農業振興地域整備計画の変更（除外）　1件
・農地利用集積計画の決定
　
2月の農業委員会定例総会は次のとおりです。
傍聴にお出でください。
　
　・日時　　2月 20 日木　午後 1時 30 分
　・場所　　観月台文化センター大研修室

　◆問い合わせ　農業委員会　☎ 585-2890　

　12 月 21 日、震災後 3年ぶりに観月台文
化センターで、子ども和楽器体験教室の受
講生の筝や三味線の楽曲を中心に若柳流宝
松会の舞踊など 20 演目を披露しました。
　「若い芽のコンサート」は、伝統芸能の
普及伝承活動を行なう古典鑑賞会（高橋幸
子会長）の主催により、和楽器の練習をし
ている町内の子どもたちが成果を発表する
場として、平成 17 年から開催されていま
す。

子どもたちによる邦楽発表会
「若い芽のコンサート」

　◎障がい者控除　
・対象者介護保険法に基づく要介護認定を受けた
方で、日常生活に支障のある方やいつも病床にい
て介護が必要な方です。なお、身体障がい者・精
神障がい手帳を持っている方、または以前に交付
を受けた方は申請の必要はありません。
・発行証明書　障がい者控除対象者認定書

◎おむつ代の医療費控除
・対象者　おむつ代の医療費控除を受けるのが 2
年目以降の方で、要介護認定を受け、一定の要件
を満たしている方に対し、主治医意見書の記載を
確認し交付します。
・発行証明書
　要介護認定にかかる主治医意見書の確認書
◆問い合わせ　長寿介護係　☎ 585-2125

介護保険の要介護認定を受けているみなさんへ
障がい者控除・おむつ医療費控除のお知らせ

　所得税の確定申告や町県民税の申告に際し、介護保険制度で要介護の認定を受けているみなさんが
税控除を受けるための証明書を発行しますので下記により申請してください。

団員一致団結し士気を高める
消防団出初式

　町消防団（鈴木耕治団長）の出初式は 1月 5 日、
上野台運動公園グリーンアリーナ 923 で開かれ、消
防団員ら約 170 名が参加しました。
　団員の整列状況を確認する通常点検と機械器具の
作動状況を確認する機械器具点検が行われ、太田久
雄町長が検閲しました。
　鈴木団長は「国見町の火災、災害を無くすために、
今後とも予防消防活動に精進してほしい」と訓示し
ました。

　町消防団（鈴木耕治団長）では県
の重要文化財に指定されている旧佐
藤家住宅や町の有形文化財に指定さ
れている沼田神社など町内 5箇所で
消防訓練（放水訓練）を実施しまし
た。
   団員のみなさんは日頃から訓練を
重ねていますが、有事の際に迅速な
消防活動ができるよう動きを互いに
確認しながら訓練に臨んでいまし
た。
　文化財が火災により焼失する事例
が全国的に見られるなか、ふるさと
の宝となる文化財を火災等から守
り、未来に伝えていくことの大切さ
を改めて認識する機会となりまし
た。

1 月 26 日は文化財防火デー

小坂地区稲荷神社

発表会で和楽器を奏でる子どもたち

町長、消防団長による機械器具点検

　町とメール観光は 1月 16 日「災害時における人員輸送等の
協力体制に関する協定」を締結しました。
　協定内容は、災害時における同社の大型バスなどの車両で
避難先に町民を輸送したり、応急対策活動に必要な人員を輸
送するものとなっています。
　今回協定の締結により、町民のみなさんの安全・安心がさ
らに強化されることになりました。

メール観光と「災害時における人員
輸送等の協力体制に関する協定」を締結

太田久雄町長と横山充代表取締役社長

第18回  国見町フォトコンテスト作品
第10回  復興・絆国見町桜のうた短歌2/28

応募期間

まで

～フォトコンテスト～～フフォォトトトココンンテテストト～～
テーマ
「写真の力で風評なんて吹き飛ばせ !!」

　国見町内で開催されるイベントを捉えた作品（平成
25 年 4月以降の撮影のものに限る）
応募作品 (1 人 3点まで）
・カラープリント 4PW（ワイド四切）又は A4版とする。
・デジタルカメラによる作品も可　　　
※組写真、合成加工は不可
・応募用紙に題名、住所、氏名、電話番号等を記入し、
作品裏面にテープで貼付のこと。
・人物を撮影する時は、相手の了解を得てください。
肖像権等の承諾は応募者の責任とします。
各　賞
●最優秀賞　1点　賞状・トロフィー・副賞 5万円
●優秀賞　　2点　賞状・トロフィー・副賞 2万円　●特別賞　　2点　賞状・盾・副賞 1万円 

     ●入賞　　　5点　賞状・副賞５千円　
●佳作　　　5点　賞状・副賞３千円

（1人 1賞とします）

提出先：企画情報課

桜のうた（短歌）桜桜ののうううたた（短歌歌））
三十一 ( みそひと ) 文字に思いをこめて・・・
桜にちなんだ短歌をお寄せください。
≪賞の種類≫ 一般の部、学生の部（小・中・高校生）
　 大賞 1 作品　　準賞 2 作品　　国見町長賞 1作品

　 
国見町議会議長賞 1作品　　国見町教育長賞 1作品

 　
福島民報社賞 1 作品　　福島民友新聞社賞 1 作品　　

 

     選者賞 1作品　　さくら賞　    一般の部 30 作品

　

 　

学生の部 40 作品　　特別賞　　

　　≪選者≫ 一般の部　今野金哉氏（福島県歌人会常任委員）

　　　 学生の部　氏家真紀子氏（福島県歌人会常任委員）
≪応募方法≫
①はがきでの応募（官製はがき可）
〒 969-1792 義経ゆかりの国見町「第 10 回国見町桜のうた」係
②インターネット（ホームページ）での応募
国見町公式ホームページより
（http://www.town.kunimi.fukushima.jp/）
③応募用紙での応募
国見町観月台文化センターまたは、国見郵便局備え付けの応
募箱に投函してください

作品
募集

◆フォトコンテスト、桜のうた短歌の詳細につきましては、企画情報課までお問い合せください。☎ 585-2927
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－プロフィール－
・代表者　八巻　昌子
・活動日　第 2・4土曜日
　午前 9時 30 分から午前 11 時 30 分
・主な活動場所　観月台文化センター
・会員数　13 人
・会　費　1000 円 / 月
・問い合わせ　八巻昌子　☎ 585-5308

国見健康体操クラブ

VOL29VOL29
笑いを絶やさず 和の響きに　ふ　れ　あ　う和の響きに　ふ　れ　あ　う

　県北中学校１年生 80 人が音楽の授業として、萩寿々先生（高橋幸子さん）から箏、三味線の指導を 2時間受け、
それぞれのクラスごとに発表を行いました。

国見小学校一年生

　

国
見
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
の
結

成
は
、
平
成
20
年
に
国
見
町
公

民
館
主
催
の
「
健
康
体
操
と
ダ

ン
ス
」に
参
加
し
た
参
加
者
が
、

こ
の
ま
ま
終
わ
る
の
は
も
っ
た

い
な
い
、
続
け
た
い
と
の
気
持

ち
か
ら
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
は
八
城
久
美
子
先
生

の
指
導
の
も
と
、
有
酸
素
運
動

か
ら
始
ま
り
、
水
分
を
取
り
な

が
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン

ス
を
行
い
ま
す
。
演
歌
、
時
に

は
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
な
ど
ポ
ッ
プ
な
曲

に
合
わ
せ
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
行
い
筋
肉
の
疲
れ
を
ほ

ぐ
し
ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て

ダ
ン
ス
を
す
る
こ
と
は
脳
の
活

性
化
に
も
な
り
、
体
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
気
分
転
換
に
も
な
り

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
若
く
健
康

で
い
た
い
方
に
は
ピ
ッ
タ
リ
な

体
操
で
す
。
も
し
、
前
回
の
ダ

ン
ス
内
容
や
ス
テ
ッ
プ
を
忘
れ

て
し
ま
っ
た
り
、
家
庭
・
仕
事

の
都
合
で
休
む
こ
と
が
あ
っ
て

も
、講
師
の
八
城
先
生
が
親
切
・

丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。

　

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
国

見
町
体
育
協
会
主
催
の
復
興
支

援
事
業
「
心
を
紡
ぐ　

ひ
ま
わ

り
の
つ
ど
い
」
に
、
平
成
24
・

25
年
と
他
の
団
体
と
参
加
し
、

皆
様
と
の
絆
を
深
め
元
気
発
信

に
微
力
な
が
ら
お
役
に
立
て
た

の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
全
国
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
福
島
市
の

あ
づ
ま
運
動
公
園
で
9
月
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
大
会
に
向
け
、

会
員
み
ん
な
で
練
習
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
は
競
技
と
は
違
い
運

動
が
苦
手
な
方
で
も
無
理
な
く

楽
し
み
な
が
ら
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
体
と
心
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
も
是
非
一

度
、
見
学
・
体
験
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

加藤　沙菜
「かまきりとなかよしダンス」

星　隆希
「あおいうみのいるかたち」

舟山　颯
「きょうりゅうじだい」
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平成 23年 12 月測定結果

平成 25年 12 月測定　　　国見町環境放射線量率測定 500 ｍメッシュ図

貝田駅

阿津賀志山

小坂農村総合管理センター

国見ＩＣ
東部高齢者活性化センター

くにみ幼稚園

のの

環境放射線量率
マップを作成しました

●測定箇所
　国見町都市計画図（1/10000）をもとに 500 ｍメッシュを作成し、平成 23 年及び 24 年
　と同地点の 181 地点を測定 ( 立入制限により 4地点減少 )
●測定期間
　平成 25 年 12 月 9日～ 12 月 13 日
●測定方法
　地上 1ｍで測定器を水平に保ち、10 秒ごとの測定値を 3回読み取り、その平均値を記録
●測 定 器
　ＮａＩシンチレーションサーベイメータ

　町では、町内全域 500 ｍメッシュにより、平成 23
年 12 月及び平成 24 年 12 月に測定を行った地点と同
一の 181 地点で空間線量率（マイクロシーベルト／１
時間当たり、以下「μ sv/h」と表記）の測定を実施し
ました。
　その結果、181 カ所の平均値は 0.383 μ sv/h であ
り、最大は 0.80 μ sv/h、最小は 0.12 μ sv/h となり
ました。平成 24 年の平均値 0.516 μ sv/h と比較して
25.8% の減、平成 23 年の平均値 0.747 μ sv/h と比較
して 48.7％の減少がみられました。
　（詳細は次ページでお知らせいたします。）

0.3 μ Sv/h 未満 0.3 以上 0.6
μ Sv/h 未

0.6 以上 0.9
μ Sv/h 未 0.9 μ Sv/h 以上

備考

件数
分布割

合
件数

分布割

合
件数

分布割

合
件数

分布割

合

平成 23 年度

全 185 ヶ所
1件 0.54% 46 件 24.68% 93 件 50.27% 45 件 24.32%

平成 24 年度

全 185 ヶ所
8件 4.32% 127 件 68.64% 49 件 26.48% 1 件 0.54%

平成 25 年度

全 181 ヶ所
45 件 24.86% 123 件 67.95% 13 件 7.18% 0 件 0.00%

測定点 4

地点廃止

測定結果分布比較表

17 16



１年間の
　感謝の気持ちを込めて
　12 月 21 日、国見バスケットボールスポーツ少年団の団員
が毎年恒例の上野台運動公園の体育館の掃除を行いました。
団員は 28 人で 6年生は内 10 人。6年生は最後の大掃除で「今
までお世話になった気持ちを込めて」1年生から 5年生は「日
頃の感謝を込めて」との感想も聞かれ、父兄も一緒に一生懸
命掃除を行っていました。

　1月 6 日、みらいホール国見で約 160 人が出席し賀詞交歓
会が開催されました。太田久雄町長が「午年を飛躍の年にし
たい」と新年のあいさつを述べた後、八島博正議会議長、大
橋信夫 JA 伊達みらい組合長、岡崎長市商工会長があいさつを
行い、阿部初男町内会長連絡協議会長の乾杯で始まり、一層
の飛躍を誓いました。

板橋南町内会
　新年会（餅つき大会）
　1 月 12 日、板橋南コミュニティーセンターで板橋南町内会
の新年会が開催されました。当日は約 100 人の参加があり、
毎年恒例の餅つき大会も行われました。子どもたちは「くに
みももたん」と一緒に杵でつく餅つきを体験し、つきあがっ
た餅を口の中いっぱいにほおばったり、ビンゴゲームをして
楽しみました。

飛躍を誓う
　新春賀詞交歓会

　1月 20 日、商工会で季節と生活文化を活かした「歳時記の
商店街」の一環として、商店主等約 30 人が集まり、みず木
の枝に色とりどりのもちなどを付ける団子さしを作りました。
出来上がった団子さしは各商店の店頭に飾り付けられます。
また、2・3月は商店街にひな人形を飾る予定で、季節の行事
祝祭をとり入れ「あったかい気持ちになる場所」を商店街に
開きます。

小正月行事
　藤田商店街で「団子さし」

駅前仮設住宅で
　新年会（餅つき）
　1 月 27 日、駅前仮設住宅集会所で新年会が行われました。
入居者の皆さんが集まり、手作りのお雑煮とあんこ餅等を作
りました。国見町社会福祉協議会会長（太田久雄町長）から
入居者の皆さんにカイロの贈呈があり、当日は太田久雄町長
も手作りのお餅を一緒に食べながら、談笑を交え楽しい一時
を過ごしました。

１年間ありがとうの気持ちを込めて

町長の年頭あいさつ

ももたんも　お・て・つ・だ・い

一家繁栄、豊かな生活の願いを込めて

ホッカイロで寒さ対策を

空間線量率 対 23 年比
 約 48.7％減少

　平成 23 年より毎年 12 月に環境放射線量率の測
定を進めており、平成 25 年の結果が前ページの
図のとおりです。主な数値は下表のとおりで、平
成 25 年は平成 23 年と比較して、空間線量率の平
均値で 0.364 μ sv/h（48.7％）減少しました。
　平成 25 年の結果では、平成 24 年に比較してす

年 23 年 24 年 25 年

平均値 0.747 0.516 0.383

対Ｈ 23 年比 △ 30.9％ △ 48.7%

最大値 1.30 0.92 0.80

最小値 0.22 0.19 0.12

道路除染を実施します
　住宅除染を実施している山崎地区と西大枝地区の町
道等 17.3 ｋｍについて、除染を実施します。
　主に、住宅地に接する道路が対象となり、山崎地区
（山崎北・舘・小舘・宮舘町内会が対象）では 6.3 ｋｍ、
西大枝地区（北部、中部、築館、並柳、原町町内会が
対象）では 10.9 ｋｍを実施します。
　住宅除染に着手しているその他の地区においても、
進捗状況に併せて道路除染に取り組みます。

　

方　部
事　前
モニタ
リング

三者打
合　せ

除　染
着　手

除　染
完　了

事　後　
モニタ
リング

藤　田
方　部 354 件 341 件 297 件 217 件 174 件

小　坂
方　部 137 件 15 件 - - -

森江野
方　部 174 件 158 件 132 件 60 件 27 件

大　枝
方　部 129 件 129 件 129 件 128 件 128 件

合　計 794 件 643 件 558 件 405 件 329 件

　住宅除染の実施状況（1月 31 日現在）は次のとお
りで、794 件の住宅除染に取り組んでいます。

住宅除染の進捗状況

・平成 23 年 4 月のセシウム 134 とセシウム 137
の放射能比を 1：1しての見積り

セ
シ
ウ
ム
１
３
４
と
１
３
７
の

放
射
能
合
計
ま
た
は
線
量
率
の
合
計

観月台文化センター前道路の除染の様子

べての地点で線量の低下（△ 0.02 ～△ 0.53、平均
△ 0.134μ sv/h）が示されており、平成 24 年に
おいても平成 23 年との比較で同様に低下（△ 0.01
～△ 0.57、平均△ 0.231μ sv/h）しています。
　この傾向は放射性物質であるセシウムの半減期
による減衰傾向と一致しており、3年間で空間線
量率は約 2分の 1になっています。しかし、下図
のとおり、今後低下する割合は鈍化し、9年で約
4分の 1、30 年で約 7分の 1と、空間線量率の低
下はあまり期待できなくなります。
　このため町では、除染による放射性物質の除去
を進め、早期に空間線量率を低くし、安全安心な
生活空間の確保を目指していきます。

箇　所 主な手法

舗装面 回収型高圧洗浄

歩道・縁石 原則回収型高圧洗浄

路肩 除草、表土除去及び客土

法面 除草

側溝 堆積物の除去

未舗装面 砂利の洗浄若しくは砂利の入れ替え

※モニタリングにおいて空間線量率が 0.23 μ sv/h を下回
る場合には実施しません。

道路除染の手法
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　県北保健福祉事務所では、職場や地域社会・家庭の中でのストレス等の影響で、心の悩みを
抱えている方が、専門の医師に相談する場として「心の健康相談」を実施しています。お気軽
にご相談ください。

日 時　　平成 26 年 2月 25 日火、3月 26 日水午後 1時 30 分から午後 3時 30 分
場 所　　県北保健福祉事務所
申 込 み 方 法　　予約制ですので前日までに電話でお申込みください。
申込み・問合せ　　県北保健福祉事務所　健康福祉部　障がい者支援チーム　☎ 534-4300

「心の健康相談」のお知らせ

親　子　遊　び　教　室
　お子さんと一緒に遊んだり、保護者同士で日頃の悩みを話し合ったり、ゆったりとした時間を過ごしま
せんか？
　当日は心理士 ･保育士・保健師 様々な分野のスタッフが待機しております。
　申込の必要はありませんので、ぜひ、親子で気軽に遊びに来てください。

対　　象　町内在住の就学前のお子さんとその保護者 ※祖父母の方でも結構です

日　　程     3 月 14 日金
 
時　　間　午前 10時から午前 11時 30 分（ 受付　午前 9時 45 分から午前 10時 ）

場　　所　観月台文化センター　第一和室

※本事業は、福島県主催の被災乳幼児と家族の心のケア事業による心の相談会として、福島県臨
床心理士会及び日本ユニセフ協会の協力のもと実施します。

【問い合わせ先】 保健福祉課 保健係　585-2783

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3か月児（平成 25 年 12 月生まれ）
・9か月児（平成 25年　6月生まれ）

4月 24 日木
午後 1時 15 分から
　　午後 1時 45 分

観月台文化センター
第 1和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9ヵ月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
該当児 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

4月 16 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　●

いのちを救う　愛の献血にご協力を !!

【場　所】 【受付時間】

伊達みらい農業協同組合　小坂支店前 午前 9時から午前 11時

（株）国見メディアデバイス前 午前 11時 30 分から午後 1時

公立藤田総合病院夜間休日入口前
（献血される方は一般外来駐車場をご利用ください）

午後 2時 30 分から午後 5時

【献血Q＆ A】
Q. 薬を服薬していると献血できませんか？
A. 疾病の種類や薬の種類によって献血をご遠慮いただくことがあり

ます。しかし、ビタミン剤やごく一般的な胃腸薬等の場合には、内

服していても特に支障はありません。また、医師による処方が必要

な薬を服用している場合は、献血者が何らかの疾患を治療中である

と考えられるため、献血者自身の健康を考慮し、献血をご遠慮いた

だくことがあります。外用薬、坐薬、点眼または点鼻薬等についても、

医師の判断により献血をご遠慮いただく場合があります。

Q．毎年インフルエンザの予防接種をしていますが献血はできます
か？
A．接種後、24 時間以上経過して特に症状がなければご協力いただ

けます。予防接種は種類により接種後の期間が異なります。

3 月 13 日木国見町の献血の日です。
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　　平成 26 年 1月 1日現在
　　　人口　　  9,943 人（+4）
　　　男　　　  4,776 人（△ 1）
　　　女　　  　5,167 人（+5 ）
　　　世帯　  　3,402 世帯（ +11）
    ※ 広報くにみでは住民基本台帳人口を
         掲載しています。   

人口と世帯

　掲載を希望されない方は、届
出の際にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸籍の窓口からのお知らせ
毎週木曜日は窓口業務を午後 7時まで延長しています。
業務時間内にご利用できない方は、是非ご利用ください。

≪延長する窓口≫住民生活課戸籍係
≪窓口延長の日≫ 2 月 13 日木、20 日木、27 日木
　　　　　　　 　3月 6日木、13 日木、20 日木、27 日木
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出
※取扱いできない手続き
　転入・転出・転居等の住所異動の届出、税証明書等の交付
はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合せください。

問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115
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●結婚おめでとう●

　菅野　弘さん
　 長沢和枝さん

戸 籍 の 窓 口
12月 21 日～ 1月 20 日受付分

( 山崎舘）

吉田節子さん 59（ 宮 東 ）

中野勝美さん 85（ 鶉 町 ）

宍戸芳子さん 83（ 第 1 ）

後藤武夫さん 77（山崎耕谷）

五十嵐衛さん 89（ 鶉 町 ）

菊地春樹さん 92（ 第 1 2 ）

高橋政信さん 66（内谷西）

渋谷一穗さん 85（光明寺）

齋 藤 昇 さ ん 84（ 小 坂 ）

大河内平吉さん 84（国見の里）

安達義美さん 85（大町南）

五十嵐音明さん 88（ 鶉 町 ）

澁谷　衛さん 77（光明寺）

片桐　功さん 103（ 錦 町 ）

大槻星斗さん 15（ 第 1 2 ）

佐藤三郎さん 88（ 並 柳 ）

髙橋美野利さん 80（山崎耕谷）

内村ウタ子さん 88（宮町北）

阿部きよさん 91（ 第 1 ）

渡邊麗子さん 82（ 宮 前 ）

くらしのくらしの
情　報情　報

お
知
ら
せ

３
月
の
相
談
会

≪心配ごと相談≫

・開催日及び相談員
13 日 木 八巻　忠義 さん

佐藤ユキ子 さん
27 日 木 松浦　光子 さん

木村　正義 さん
・場所　観月台文化センター
　　   　第 2和室
・時間　午前 9時から正午

≪障がい者相談≫

・開催日　18 日火

・場所　　観月台文化センター

　　　　   保健指導室

・時間　　午前 10 時から午後 4時

・相談事業受託者

　ＮＰＯ法人「ひびきの会」
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早
め
に
済
ま

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
登
録
手
続
き　

東
北
運
輸
局

福
島
運
輸
支
局
☎
０
５
０
‐

５
５
４
０
‐
２
０
１
５

◆
自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と　

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県
税

部
課
税
第
2
課
自
動
車
税
チ
ー

ム
☎
５
２
３
‐
０
０
５
１

確
定
申
告
・

税
の
無
料
相
談
会

　

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部
で

は
、
2
月
23
日
の
税
理
士
記
念

日
に
合
わ
せ
、
次
の
と
お
り
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
福
島
会
場

▼
日
時　

2
月
23
日
日　

午
前

10
時
か
ら
午
後
4
時

▼
場
所　

ユ
ニ
ッ
ク
ス
ビ
ル
8

階
（
福
島
駅
東
口
）

◎
サ
ン
ラ
イ
フ
福
島
会
場

▼
日
時　

２
月
22
日
土
・
23
日

日　

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時

▼
場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
福
島

（
福
島
市
北
矢
野
目
字
壇
ノ
腰

6
‐
16
）

問
東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　

☎
５
３
４
‐
３
９
０
７

西
根
堰
土
地
改
良
区

農
地
異
動
届

　

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費

の
水
利
費
賦
課
は
、
毎
年
4
月

1
日
現
在
の
農
地
面
積
を
基
準

に
算
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
26
年

度
の
水
利
費
賦
課
の
基
準
と
な

る
農
地
面
積
な
ど
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合

・
農
地
の
売
買
な
ど
に
よ
り
所

有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

・
地
区
除
外
を
す
る
と
き

・
経
営
移
譲
や
死
亡
な
ど
で
名

義
変
更
を
し
た
と
き

・
農
地
の
賃
借
が
あ
っ
た
と
き

（
水
利
費
の
支
払
義
務
者
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
届
出
期
限　

3
月
24
日
月

▼
届
出
・
問
い
合
わ
せ　

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区

☎
５
８
２
‐
２
３
１
９

講
師
を
派
遣
し
ま
す

（
福
島
財
務
事
務
所
）

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
財

政
・
経
済
・
金
融
・
国
有
財
産

な
ど
の
テ
ー
マ
で
、職
場
研
修
、

法
人
会
、
学
校
、
町
内
会
な
ど

の
地
域
グ
ル
ー
プ
、
婦
人
会
等

の
勉
強
会
な
ど
に
講
師
を
派
遣

し
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
情
報

を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。
料

金
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
主
な
内
容
（
例
）

・
日
本
の
財
政
状
況
や
課
題
、

本
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

・
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

・
最
近
の
経
済
情
勢
（
福
島
県

の
経
済
の
動
き
）

・
身
に
つ
け
た
い
金
融
知
識

・
多
重
債
務
に
な
ら
な
い
た
め

る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
等
を

行
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？　

福
島
産
業
復
興
相
談
セ

ン
タ
ー

　

福
島
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン

タ
ー
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
事
業
者
の
事

業
再
開
等
を
支
援
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
公
的
機
関
で
、
経

営
相
談
、
金
融
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　

支
援
対
象
は
地
震
・
津
波
な

ど
の
直
接
被
害
の
ほ
か
風
評
被

害
な
ど
間
接
被
害
を
受
け
た
事

業
者
も
含
ま
れ
ま
す
。

問
福
島
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン

タ
ー　

☎
５
７
３
‐
２
５
６
１
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行事のお知らせ

2 月 8 日 土 三屋裕子講演会
・バレーボール教室
みみずく「おはなし会」

11 日 火 建国記念の日
12 日 水 くにみ女性教室「閉講式」
13 日 木 子ども移動図書館(国見小3年生）
14 日 金 成人学級「閉講式」
15 日 土 少年仲間づくり教室「閉講式」　　
16 日 日 家庭の日
18 日 火 子ども移動図書館(国見小2年生 )
20 日 木 子ども移動図書館(国見小1年生 )
22 日 土 ふるさと歴史教室④

（森江野町民センター）
スポ少交流ドッジボール大会
（国見小体育館）
国見っ子わんぱく広場「閉所式」

25 日 火 阿津賀志学級
「閉講式・交通安全大学修了式」

27 日 木 ブックスタート
3 月 3 日 月 休館日

6 日 木 子ども移動図書館(国見小３年生)
8 日 土 みみずく「おはなし会」
11 日 火 子ども移動図書館(国見小２年生)

伝
え
る
触
れ
る

　
　

日
本
の
伝
統

　

12
月
25
日
、
少
年
仲
間
づ
く

り
教
室
と
国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く

広
場
で
は
、
お
正
月
の
伝
統
文

化
の
学
び
を
通
じ
て
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
書
初
め
の
練
習

と
お
正
月
遊
び
、
餅
つ
き
の
体

験
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
仲
間
づ
く
り
教

室
生
28
名
は
書
初
め
教
室
を
行

い
ま
し
た
。
高
橋
竹
峰
先
生
と

手
習
い
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご

指
導
の
も
と
、
筆
の
基
本
的
な

扱
い
や
姿
勢
、
課
題
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
習
い
、
教
室
生
は
福

島
県
書
初
め
展
の
入
賞
を
目
指

し
、
真
剣
に
書
き
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

　

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
の

児
童
43
名
は
、
寿
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
富
野
秀
雄
会
長
）
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達

と
お
正
月
遊
び
を
行
い
、
国
見

の
民
話
か
る
た
や
福
笑
い
な

ど
、昔
遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

児
童
に
は
昔
遊
び
が
新
鮮
で
、

遊
び
方
を
教
え
ら
れ
る
と
大
盛

り
上
が
り
で
楽
し
み
、
会
場
は

笑
い
声
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で
餅
つ

き
を
し
ま
し
た
。

　

手
本
に
寿
ク
ラ
ブ
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
岡
崎
教
育
長
の
迫
力

あ
る
餅
つ
き
を
見
学
し
た
あ

と
、
児
童
が
横
杵
や
千
本
杵
で

の
餅
つ
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

声
を
掛
け
合
い
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
つ
い
た
餅
は
、
お
雑
煮

と
あ
ん
こ
餅
、
き
な
こ
餅
に
調

理
さ
れ
、
会
食
で
は
、
つ
き
た

て
の
餅
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
賑
や
か
に
交
流
の
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

ハ
ー
モ
ニ
ー
と

　

音
色
に
感
動

　

１
月
14
日
、
阿
津
賀
志
学
級

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
調
べ
」
が
開

催
さ
れ
、
学
級
生
40
名
が
参
加

し
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

演
奏
者
は
福
島
県
ハ
ー
モ
ニ

カ
協
会
（
代
表
木
村
正
雄
氏
他

３
名
）
の
方
々
で
、
ハ
ー
モ
ニ

カ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
し
て
福
島

を
拠
点
と
し
な
が
ら
東
北
各
地

で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
本
県
ゆ
か
り
の
作

曲
家
「
古
関
裕
而
戦
時
歌
謡
メ

ド
レ
ー
」
か
ら
始
ま
り
、「
ア

メ
リ
カ
民
謡
・
ア
メ
ー
ジ
ン
グ

グ
レ
ー
ス
」、「
荒
城
の
月
幻
想

的
変
奏
曲
」、「
童
謡
・
赤
と
ん

ぼ
・
夕
焼
け
こ
や
け
」、「
高
校

三
年
生
」、「
夜
霧
の
し
の
び
逢

い
」
等
、
懐
か
し
い
曲
を
演
奏

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

柔
ら
か
で
、
ど
こ
か
郷
愁
を

帯
び
た
音
色
と
４
名
の
絶
妙
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
が
織
り
な
す
演
奏

に
、
学
級
生
一
同
魅
了
さ
れ
、

感
動
に
浸
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
「
故

郷
」
を
演
奏
に
合
わ
せ
全
員
で

合
唱
し
、講
座
を
閉
じ
ま
し
た
。

物
忘
れ
、

　

そ
れ
と
も
認
知
症
？

　

１
月
17
日
、
成
人
学
級
と
、

く
に
み
女
性
教
室
が
合
同
で
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

を
講
師
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
及
び
認
知
症
予
防
」

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
29
名
は
①
認
知
症

の
正
し
い
理
解
②
認
知
症
の
方

や
そ
の
家
族
へ
の
応
援
③
認
知

症
予
防
に
つ
い
て
学
習
し
、
ま

た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
ず
職
員
に
よ
る
寸
劇
で
、

認
知
症
に
か
か
っ
て
い
る
ハ
ナ

さ
ん
と
対
応
を
学
ん
で
い
な
い

ハ
ナ
さ
ん
一
家
の
第
一
幕
を
見

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
認
知
症
の
原
因
や

症
状
等
を
詳
し
く
学
習
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
認
知
症
の
理
解

を
深
め
た
ハ
ナ
さ
ん
の
一
家
の

寸
劇
、
第
二
幕
を
見
て
具
体
的

な
対
応
の
仕
方
を
学
び
ま
し

た
。

　

最
後
に
予
防
に
は
、
食
生
活

の
見
直
し
、
運
動
の
習
慣
化
等

が
大
切
と
説
明
を
受
け
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
証
と
し
て
「
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
」
が
配
布
さ
れ
ま

し
た
。

　

　

冬
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
ス
キ
ー
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
、
1
月
26
日
、
小
学
4

年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
児
童

15
人
が
参
加
し
て
二
本
松
市
の

あ
だ
た
ら
高
原
ス
キ
ー
場
を
会

場
と
し
て
「
元
気
っ
こ
ス
キ
ー

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。　
　
　

　

講
師
と
し
て
、
福
島
不
忘
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認

ス
キ
ー
指
導
員
の
黒
田
武
さ
ん

ら
３
人
を
招
き
、
国
見
町
役
場

ス
キ
ー
部
の
協
力
を
得
て
、
班

ご
と
に
分
か
れ
て
レ
ッ
ス
ン
を

行
い
ま
し
た
。　
　
　

       
　

今
回
初
め
て
ス
キ
ー
を
体
験

す
る
と
い
う
児
童
か
ら
ス
キ
ー

に
慣
れ
親
し
ん
だ
児
童
ま
で
、

参
加
者
の
ス
キ
ー
経
験
は
ま
ち

ま
ち
で
し
た
が
、
個
々
の
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
た
丁
寧
な
指
導
が

行
わ
れ
、
恵
ま
れ
た
天
候
の
中

で
楽
し
み
な
が
ら
ス
キ
ー
の
実

力
を
着
実
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ

せ
て
い
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

初
め
は
恐
る
恐
る
ス
キ
ー
を

履
い
て
い
た
初
心
者
も
、
後
半

に
は
な
め
ら
か
な
滑
り
を
見
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

参
加
者
は
「
今
度
は
家
族
と

一
緒
に
ス
キ
ー
に
行
き
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
、
ス
キ
ー
の
魅

力
に
す
っ
か
り
夢
中
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ス
キ
ー
を
存
分
に
満
喫
し
た

後
は
、
ふ
も
と
に
あ
る
岳
温
泉

の
旅
館
へ
と
向
か
い
、
温
泉
入

浴
で
疲
れ
を
癒
し
、
楽
し
い
一

日
の
体
験
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

　

ス
キ
ー
と
名
湯
を
同
時
に
楽

し
め
る
絶
好
の
環
境
の
中
で
、

国
見
の
児
童
た
ち
の
笑
顔
が
輝

い
た
一
日
で
し
た
。

ス
キ
ー
大
好
き
！

まずは予防。そして助け合い。

教室生からのアンコールに応えて

意気揚々と記念撮影

「つきたておいし～い」賑やかな会食の一コマ

書き初め教室での少年仲間づくり教室生

福笑いでみんなも笑顔
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№ 団　　体　　名 代　表　者 電　話

1 習友会 (会長代理 )
飯塚　佳淑 585-2658

2 国見町水墨画クラブ 佐藤　淑恵 585-3233
3 国見映友会 佐藤　精市 585-4481
4 国見町陶芸サークル 八巻　秋夫 585-3518
5 国見町デジタルカメラ愛好会 新村　国夫 585-3998
6 あつかし俳句会 菊地トシ子 585-4767
7 くにみ短歌会 佐久間百合子 585-5571
8 国見民話の会 内池　和子 585-3320
9 くにみ川柳クラブ 東海林正子 585-2006
10 国見町中国語サークル 大貫　芳男 585-4576
11 くにみ熟年クラブ 新村　国夫 585-3998
12 国見町郷土史研究会 小川　惠見 585-2743
13 国見町茶道クラブ 市川　公子 585-2445
14 茶道松風会 古川　キミ 585-5091
15 国見パッチワーククラブ 佐藤サツ子 585-2849
16 国見町将棋同好会 玉手　芳正 577-2697
17 国見町囲碁同好会 城田　斯長 585-2668
18 人形劇サークルエプロン 鈴木　道代 585-3320
19 あすなろ絵手紙の会 杉山　瑩子 585-5729
20 手習いクラブ 大和田紀夫 585-3470
21 国見写真倶楽部 鈴木　俊博 585-2384
22 国見パソコンクラブ 鴨田　忠幸 585-2314
23 よみきかせ・みみずく 安藤　裕美 585-4382
24 あつかし料理クラブ 松浦　一彦 585-4947
25 国見フラウェン 羽根田ヒサ 585-4740
26 和筝会 佐久間ナヨ子 585-2074
27 まつみ会 吉田　末子 585-3608
28 国見民謡クラブ 石川　久子 585-3082
29 国見吟詠会 菅井　昭子 585-4850
30 国見カラオケ愛好会 舟山恵美子 090-5189-9657
31 カラオケ楽しむ会 松村　彦衛 585-1140
32 カラオケあつかし会 斉藤　正勝 585-2178
33 桜カラオケ愛好会 赤坂　正勝 585-4387
34 宝松会国見教室 井砂のり枝 585-2920
35 若柳会 渡辺　和子 585-5085
36 ゆりの会 松浦　文子 585-3852
37 不二浪流青葉会 安積　和子 585-3225
38 国見不二浪会 秦　　美子 585-3730
39 国見よさこい 村上キミ子 585-2832
40 国見ダンスクラブ 佐藤　幸一 585-3821
41 くにみフラクラブ 宍戸　昌子 585-3521
42 国見古典鑑賞会 高橋　幸子 585-2287
43 内谷太々神楽保存会 佐藤　清二 585-4085
44 くにみ愛唱歌クラブ 佐久間　衞 585-5571
45 国見オカリナクラブ 赤坂　　齋 585-3690
46 国見太極拳愛好会 齋藤　豊子 585-5430
47 ドリームサウンズ 赤坂　　斎 585-3690

№ 団　　体　　名 代　表　者 電　　話
1 野球部 佐久間裕明 585-2203

2 剣道部 渡邉　勝弘 585-2552

3 家庭バレーボール部 佐藤　玲子 090-9631-5070

4 ソフトテニス部 秦　真紀子 585-5782

5 ソフトボール部 齋藤　幸男 585-3086

6 テニス部 菊地　慎一 585-1254 

7 ゲートボール部 髙橋やゑ子 585-2450

8 バウンドテニス部 紺野　　進 585-2373

9 陸上部 八巻　忠義 585-3905

10 バレーボール部 伊藤　玲子 585-1481

11 卓球部 阿部　松次 585-4083

12 グラウンドゴルフ部 富野　秀雄 585-3061

13 ３Ｂ体操部 後藤紀代子 585-3798

14 ヨーガ部 草野トシ子 585-3031

15 自彊術部 奥山美奈子 585-2481

16 健康体操部 八巻　昌子 585-5308

17 スポーツ吹矢部 玉木　實彦 502-4544

18 パークゴルフ部 笹木　　弘 585-3997
19 エアロビクス部 中村ヨシ子 585-2661
20 小坂地区スポーツ振興会 高橋　豊壽 585-3377

21 森江野地区スポーツ振興会 吉田　義勝 585-3803

22 大木戸スポーツ振興会 渡辺　正弘 585-4791
23 国見町柔道スポーツ少年団 佐藤　辰雄 585-2408
24 国見剣道スポーツ少年団 佐藤　　誠 585-5899
25 国見ソフトテニススポーツ少年団 引地　　亨 090-1935-6878
26 国見ミニバスケットボールスポーツ少年団 冨永　一宜 585-5854
27 国見ダイヤモンズスポーツ少年団 大槻　　稔 585-1550
28 国見ソフトボールスポーツ少年団 志村　浩雄 585-3441

国 見 町 体 育 協 会
国見町文化団体連絡協議会

加盟団体紹介
　国見町では、スポーツや文化のさまざまなサー
クルが親睦と技能及び体力向上のため、活動を行っ
ています。
　今回は、この連合組織である国見町体育協会、
国見町文化団体連絡協議会に加盟するサークルを
紹介します。
　各サークルはそれぞれに目的や目標をもって活

体育協会加盟団体

文化団体連絡協議会加盟団体

動しています。みなさんも一緒に活動してみませ
んか。気になるサークルがあれば、各サークルの
代表者に連絡してください。詳しい活動内容等の
説明、また、見学やサークル活動を体験すること
ができます。
　まずは、連絡してみてください。
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